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例会場 ハピオ木野コミュニティーホール

創　立 平成5年10月19日

会　長 谷　口　善　一

副会長 高　倉　功　和

幹　事 野　村　泰　司 　　高倉副会長挨拶

事務局 河東郡音更町木野大通西7丁目１

ハピオ木野内・Ｔel＆Fax (0155)30-2347

起　　立

握　　手

点　　鐘 高倉　功和　副会長

開会宣言 石王　亨　ＳＡＡ
ロータリーソング それでこそロータリー

しょう。　出席数少なくすみなせん。

12月15日（水）会員卓話12:30～ 白木幸久　保育園の発表会あたたかい拍手をいただき

12月19日（日）年末家族会17:30～観月苑 　　　　　終わりました。ありがとうございました。

12月29日（水）特別休会日 黒川吉一　かぜをひかない様気を、つけましょう。

谷口恭子　二女結婚いたしました。

　

第８10回

2010年12月8日

高倉功和　年末ですね、体調くずさぬ様に致しま

皆さん、こんにちは。今日は谷口会長が欠席と言

う事で代わりに挨拶させて頂きます。 私、なかなか

例会に出席出来ず大変申し訳なく思っているところで

す。

この年末に向けてそれぞれ皆さんお忙しい事と思い

ますが、風邪などひかぬ様気を付けてください。 ま

た、今月の19日は、年末家族会ですので皆さん大勢

のご参加をお願いします。
12月19日は年末家庭会(観月苑）にて行いま

す。 来週15日の会員卓話はレクサスの富田さ

んです。

高倉副会長

野村幹事



計算に用いる ホームクラブ

会員数 出席者
前々回　８０８回 42 １９名 ４名 54.7%
今回　８１０回 42 　　名

月曜日>　広 尾 Ｒ Ｃ：日高信金広尾支店２Ｆ　       　<水曜日>　音 更 Ｒ Ｃ：ハピオ木野コミュニティーホール　         <木曜日>　足 寄 Ｒ Ｃ：足寄銀河ホール

　　　　　帯広南ＲＣ：北海道ホテル                                        帯 広 Ｒ Ｃ：ホテルノースランド帯広　　　　　　  　               清 水 Ｒ Ｃ：清水町中央公民館

<火曜日>　芽 室 Ｒ Ｃ：めむろーど２ＦセミナーホールⅡ          　上士幌ＲＣ：川 村 会 館　　　　　　　　　　　　　　　           帯広西ＲＣ：北 海 道 ホ テ ル

　　　　　帯広東ＲＣ：帯広ワシントンホテル　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　                                   　<金曜日>　帯広北ＲＣ：ホテルノースランド帯広

発行元：音更ロータリークラブ　会報委員会
中山正良・白木幸久・小高良樹・高橋辰雄・阿部英輝・原田稔三・前田敏・佐藤誠・小枝秀則

メークアップ 欠席 出席率

千葉　悟　出席委員長　

皆さんこんにちは、今日は電気のお話をさせていただきます。発電

所で作られた電気は、送電線を通り、変電所を経由して、街中の配電

線を通り皆さんのご家庭に届けています。 私の勤務している帯広電

力センターはこの送電線や変電所の保守をしています。 また、山奥

にある水力発電所や変電所は全て無人で、ここは釧路の制御所から発

電機の運転停止、事故時の操作行っています。 そのような関係で通

信部門も私の事務所では抱えております。 また、街中の電柱の保守

は西5条南7丁目にあります北電帯広支店の担当になります。全ての

情報は支店に集まりますので、停電になった場合の問い合わせは停電

案内（0120-638-121）か支店（0155-24-5161）に電話をお

願いします。 停電は何故起きるかというと、雷や鳥、雪などで電線に故障が起き、変電所のブレーカー

の様なスィッチが瞬時に切れます。木が接触するとか事故の影響で設備が壊れたという場合以外は再度通

電すると戻ります。 通常の事故では１～２分待っていただくと復旧しますが、停電が続く場合は、設備

が壊れた場合が多いので、少し時間を下さい。 電柱にもスィッチがあり、全てではありませんが帯広支

店から遠隔操作で入り切りできます。 事故の箇所を切り離し、停電箇所を他から送電できないか検討し、

操作をします。事故原因と復旧見込みは現場に行かなければわかりませんので少しお待ち下さい。 今、

スマートグリッドという言葉がはやっていますが、外国と比べて日本は設備がしっかりしていて、普段か

ら設備の点検をきめ細かく行っていますので停電も少ないです。 送電線や配電線の近くで作業をしてい

て事故になってしまう場合もありますので近くで作業をする場合は北電に相談下さい。 次に、電気は貯

められないので、使う量に応じて発電しています。 この発電と消費のバランスをとりながら、原子力、

石炭火力、石油火力、水力発電所を組み合わせて調整しています。 昨年、泊原子力３号機が運開し、発

電量の４０％を原子力が占める事となり、大幅なCO2削減に寄与しています。 この泊３号機はプルサー

マル発電を計画しております。 日本は発電の原料のほとんどを輸入しており、エネルギーの自給率は

４％しかありません。 ところが、使用済みウランを再利用するプルサーマル発電をすると１０％程度向

上します。 プルサーマルは海外ではもう５０年

以上の実績がある技術です。 ご理解をお願いし

ます。 今日は、この様に電気の話をする機会を

いただきありがとうございました。

副ＳＡＡ

佐藤 誠


